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ナトリウムウラネートの 1 つであり比較的安定な Na2U2O7について、室温から 1200℃までの温度範囲にお

ける熱膨張、比熱、熱伝導率を測定した。これら熱物性の温度依存性および熱的挙動について報告を行う。 
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1. 緒言 

 ナトリウム冷却高速炉でシビア・アクシデントが発生した場合の事故シナリオの精度の向上のために、事

故後の燃料デブリの挙動が重要である。本研究では、ナトリウムウラネートの熱物性および熱機械的性質の

測定を行い、その温度依存性および熱的挙動について考察した。 

2. 実験 

 Na2U2O7 は直前の発表で報告するように、UO2 と Na2CO3 を化学量論比で混合した試料を用いて、空気

中、850℃、49 時間の反応で合成した。比熱は熱重量‐示差走査熱量測定(TG-DSC)(NETZSCH Grape, STA 

449c/6/MFC/G Jupiter)を用いて、室温～800℃まで測定を行った。熱拡散率はレーザーフラッシュ法熱定数

測定装置(TC-9000H, ULVAC-RIKO)を用いて、室温～1200℃まで測定を行った。熱膨張は示差熱膨張計

(DIL 402 PC:NETZSCH)を用いて、室温～1200℃まで測定を行った。高温 X 線回折測定も行い、格子定数

の温度依存性評価を行った。 

3. 結果・考察 

 図１に代表例として Na2U2O7の熱膨張の測定結果を示す。400℃以上での線熱膨張係数は、1.53×10-5 

1/T であった。Na2U2O7 は相転移点を 2 つ持ち、約 400℃において、α‐Na2U2O7 からβ‐Na2U2O7 への

相転移が、約 1100℃において、β‐Na2U2O7か

らγ‐Na2U2O7 への相転移することが報告され

ている 1)。約 400℃で熱膨張係数の大きな変化は

この相転移に相当し、それは TG-DSC でも確認

している。 

本研究は、文部科学省のエネルギー対策特別会

計委託事業による委託業務として、福井大学が

実施した平成 25 および 26 年度「ナトリウム冷

却高速炉における格納容器破損防止対策の有効

性評価技術の開発」の成果の一部である。 
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図１ Na2U2O7の熱膨張測定結果 
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